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概     要  画像認識技術や五感インターフェース技術の活用により、人間の動作、

行動等から意図を抽出して伝送、また振動や香り等による五感への刺激

を伝送するコミュニケーションシステムの研究開発を行う。 

  

・例えば軽度脳障害者等が端末機器などを直接操作せずとも、その者の

動きからネットワーク経由でボランティア等に意図を伝えることができ、ま

たネットワーク経由で五感へ刺激情報を受けることができるもので、これ

らによるコミュニケーションを通じたストレスの回避（ここでは「情報セラピ

ー」という）等に応用できるものである。また、医療・福祉分野に限らず、

セキュリティ、娯楽等幅広く共通に使用できる技術である。 

 

【サブテーマ】 

① 意図検出インターフェースの研究開発 
② 刺激提示インターフェースの研究開発 
③ コミュニティ・プラットフォームの研究開発 
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・・・・・・ 
まったくまったく 
 
 

軽度脳障害者はコミュニケーションを欲

しているが、家族以外には、テレビ、ラジオ

を見る、聞くことぐらいで、話ができず、す

ぐ飽きてしまう。 
情報セラピー：情
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は！！ ・・・・
報通信技術を活用したコミュニケーションを通じたストレスの回避をいう 


